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2021年 教育研究システム利用状況報告 

中川幸子†  丸山広†  

抄録 本稿では，教育研究システムのうち，教育研究用パソコンのアプリケーションの利用状況と各端末の利用時間を，教育研究システ

ム更改 2021の取り組みをまじえて報告する．さらに，プリンタの利用状況についても報告する． 

キーワード ：教育研究システム，教研 PC，プリントシステム 

Education and Research System Report of computer and print system of 2021 
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Summary  In this paper, including the efforts of the education and research system renewal of 2021, we report the utilization situation of applications of 

education and research personal computers and the usage time of each terminal among the education and research systems, . In addition, we report 

the utilization situation of print systems. 
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 はじめに 

青山学院大学附置情報メディアセンター（以下，セ

ンター）は，全学の教育研究活動に必要なシステム・

ネットワーク基盤の設計構築・管理運用とその利活用

支援や，全学に対する情報教育を提供している．セン

ターの企画・運用する教育研究システムには学習支援

システム（Learning Management System，以下 LMS）を
はじめとして，ファイル共有，動画配信，無線 LAN，
AV機器，教室パソコン，プリンタ，貸出仮想サーバな
ど，教員や学生が利用する教育・学習環境を構成する

教育・研究用途の各種システムがあり，これらは教育

系ネットワークの配下に構成されている．さらに，ユ

ーザー統合認証システムやメールシステムなどを含む

共通ネットワークインフラである基幹ネットワーク系

システムがある． 
青山学院大学では，4年ないし 5年おきに，計画的
に教育研究システムの全面的な更新を行っている．こ

れにあたり，センターでは，2021年 4月の本格運用の
開始を目標に，2019年度から 2020年度にわたり，教
育研究システム更改 2021プロジェクト（以下，教研シ

ステム更改 2021）として，教育研究のための情報環境
の整備を提案し，実施企業を選定し，新システムの構

築と移行を実施した．  
教研システム更改 2021 の一環として，教育研究用
パソコン（以下，教研 PC）計 3500台程と，これらの
パソコン管理システムの入れ替えを実施した．2017年
に導入したWindowsパソコンの老朽化とOSバージョ
ンの陳腐化のためである．同時に，オンデマンドプリ

ントシステムについても置き換えを実施した．本稿は，

2章で更改後の教研 PCの概要を述べ，3章で 2021年
度の利用状況を述べる．4 章で，オンデマンドプリン
トシステムの置き換えと，利用状況を述べ，5 章をま
とめとする．  

 教研 PCの概要 

教研 PCは，主に PC教室，CALL教室，公開 PC室，
図書館などに設置している．PC教室は PCを利用した
授業のため教室，CALL教室は語学学習のための教室，
公開 PC 室は学生の自学自習のための教室である．一
部のノート PC は，学生用もしくは講師用として貸出
用として運用している．  
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 PCの設置構成 
本システム更改で，PC 教室と CALL 教室，すなわ
ち授業で使われる教卓用および学生用パソコンについ

ては，すべてメモリ 8GB搭載の PCを配置して性能を
向上した．デスクトップ PCのモニターは，19インチ
から 21.5 インチへ変更し，解像度は従来の HD
（1366×768）から FHD（1920×1080）とし，学習環境
の向上を図った．ノート PC については，盗難防止の

ため本学のロゴのエッチング加工が施した．費用削減

施策として，2017導入時点でハイスペックであった状

態の良好なパソコンのうち，デスクトップ型パソコン

500台とノート型パソコン 250台を授業目的以外の設

置箇所に流用し，新規購入パソコン台数を削減した．

なお，流用したパソコンについても，デスクトップ型

パソコンのモニターと，ノート型パソコンのバッテリ

ーについては交換している． 
教研 PCの管理台数は，現在，青山キャンパスで 1643
台，相模原キャンパスで 1710台である．更改による設
置台数の大きな変更はない．なお，短大図書館の端末

や学部が独自に購入している端末は計上していない．

以下に，2021年度の各キャンパスの教室ごとの教研PC
管理台数の内訳を記す． 
 
青山キャンパス 
• PC教室…381台 
• 公開 PC室/AIMコモンズ…102台 
• IT講習室…216台 
• CALL教室…553台 
• 図書館 …87台 
• 貸出ノート…274台 
• その他 …30台程 
 

相模原キャンパス 
• PC教室…1054台 
• 公開 PC 室兼 IT 講習会自習室/AIM コモンズ

 …102台 
• IT講習会…74台 
• CALL教室…350台 
• 図書館 …48台 
• 貸出ノート…62台 
• その他 …20台程 
 
貸出ノートには，学生向けの貸出ノート PC と講師

向けの貸出ノート PC が含まれている．その他には，

進路就職センター，講師控室，名誉教授室へ設置され

たパソコンが含まれている． 

 PCの設定 
前述の端末は，Windows 10 OSを搭載するが，macOS

端末も少数であるが設置・貸出されている．教研 PCの
ディスクイメージは管理されており，管理システムの

環境復元機能により，OS を再起動すると利用者が変

更した設定や書き込んだデータはクリアされ，元の状

態に戻る．この復元機能と運用管理によるディスクイ

メージ更新の組み合わせで，授業利用時には教室内の

教研 PC はすべて同一の環境で利用できるようになっ

ている．ディスクイメージは，新年度の授業にあわせ

て更新される．よって，教員が授業ごとに必要なソフ

トウェアを教研 PC へインストールするためには，あ

らかじめ申請が必要である．申請によってインストー

ルされたソフトウェアのバージョンアップは，改めて

申請が無ければ原則的には行わないが，重大な脆弱性

への対応のためのアップデートは実施する． 
 教研 PC は，貸出用ノート PC 以外はすべてドメイ

ン参加しており，青山学院発行のユーザーIDと LDAP
パスワードでログインして利用することができる．各

利用者には，2GBの容量のネットワークドライブ（教

研システムでは Zドライブと呼称）を個人用のディレ

クトリとして割り当てている．これは，各アカウント

のホームディレクトリとしてマウントする固定プロフ

ァイル方式としており，利用者が作成した資料やデー

タ，ブラウザのブックマークなどは，Z ドライブを経

由してどの教研 PC からでもアクセスできるようにな

っている． 

 教研 PCの利用状況 

本章では 2021年 4月 1 日から 12月 31 日までの教

研 PC の利用数，利用時間，利用アプリケーションに

ついて報告する．対象のデータは，Windows OSの教研
PC の管理システムであるアルファシステムズ社製 V-
Bootの利用ログから取得する． 

 利用数 
これまで，教研 PC への総ログイン回数は，ユーザ

ーが教研 PC にログインしたタイミングで自動的にバ

ックグラウンド起動するアプリケーションの起動回数

から算出していたが，今年度はログが取得できていな
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いため割愛し，全体の利用数については，以降の各ア

プリケーションの利用数から分析する． 

 利用アプリケーション 
教研 PC上で利用されるアプリケーションを，PC教
室，CALL 教室，公開 PC 室などの教室の使われ方に

応じて分類し，青山キャンパスと相模原キャンパスそ

れぞれの各アプリケーションの起動回数を 20 位まで

示す．2020年度についてはCOVID-19対策によるキャ

ンパス封鎖などの影響により，教研 PC の利用率は例

年の 2〜3%となっており極端に減少している[1]ため，
比較の対象とはせず，対面授業が実施されていた 2019
年度の利用[2]を基準として利用状況を比較する．また，

学生用貸出ノート PC および講師控室の貸出 PC につ
いても集計する．なお，IT講習会室（試験専用室）に

ついては，スキルチェック用アプリケーションの利用

を目的とすることが自明であるため本稿は扱わない．

またメンテナンスを目的とした起動については，あら

かじめ省いている． 

3.2.1  PC教室  

PC 教室におけるアプリケーションの起動回数を表

3-1に示す．PC教室では，青山キャンパス，相模原キ

ャンパスともに，Microsoft Edgeの起動回数の順位が最

も高く，次にGoogle Chromeとなっている．いずれも

ブラウザであり，ブラウザが利用の上位を占める傾向

は 2019年以前と変わっていない．次に，Microsoft 365
（旧称 Office 365）に含まれるアプリケーションと

PDF閲覧ソフトウェアの起動回数が上位となっている．

相模原キャンパスでは，Microsoft Visual Studioが8位，

ビジュアルデザインソフトウェアの Processingが 9 位

と上位となっている．概ね 10 位までの利用順位の傾

向は，2019 年以前とそれほど大きく変わっておらず，

利用のされ方に大きな変化はみられない． 
しかしながら，各アプリケーションの起動の回数で

は，対面授業を実施していた 2019 年度以前と比較す

ると，利用の頻度は大きく減少している．ブラウザの

利用では，青山キャンパスの 2019年度では Internet Ex-
plorerとChromeをあわせて 125,305 回の起動があった

のに対し，2021 年度では Edge と Chrome をあわせて

51,558回であり，2021年度は2019年度と比較して41％
の利用であった．相模原キャンパスでは，2019年度で
は 256,229 回の起動があったのに対し，2021年度では
149,683 回であり，2021 年度は 2019 年度と比較して

58%の利用であった．オンライン授業導入をきっかけ

として CoursePower をはじめとする LMS の利用増加

や，オンライン提供のアプリケーションが増加してい

ることから，授業でのブラウザの利用や，ブラウザを

利用するオンラインアプリケーションは増加している

と考えられるが，起動回数は減少している．要因とし

ては，オンライン授業との併用により，対面授業が減

少してキャンパスへ通う機会が減少し，PC教室の利用
機会が減少していること，学生のパソコン保有率があ

がり，自分のパソコンで授業をうけるケースがあるこ

となどが考えられる． 
次に，上記まででふれていないアプリケーションの

利用で特徴的なものについて記す．CaLabo Server は，
教室の教卓機にインストールされた対面授業に利用さ

れる授業支援アプリケーションであるが，各キャンパ

表 3-1：PC教室のアプリケーション起動回数 

 

表 3-2：CALL教室のアプリケーション起動回数 
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スとも一定数の利用がある．統計解析ソフトの SPSS
は青山キャンパスでは 7 位と多く利用されているが，

相模原キャンパスでは一定数の利用はあるものの，統

計解析にはオープンソースのR言語環境が利用されて

いる．さらに，個別の申請でインストールされたソフ

トウェアでは，青山キャンパスでは地理情報システム

のArcGIS Proが，相模原キャンパスでは電気回路シミ

ュレーションソフトウェアの PSIMが多く利用されて

いる．青山キャンパスの PC 教室で，スキルチェック

システムが 12 位に入っているのは、IT 講習会の受検

繁忙期に一時的に PC 教室も自学自習部屋として開放

したことによると考えるが，通常は開放していない．

なお，MovieTelecoはバックグラウンドで自動起動する

ため，分析の対象とはしない． 

3.2.2  CALL教室 

CALL 教室におけるアプリケーションの起動回数を

表 3-2に示す．起動回数の順位は，2019年度と比較し

て大きくは変動しておらず，利用のされ方に大きな変

化はみられない．しかしながら，各アプリケーション

の起動の回数では，対面授業を実施していた 2019 年
度以前と比較すると，利用の頻度は大きく減少してい

る．ブラウザの利用は，青山キャンパスの 2019年度で
は，Internet Explorerと Chromeをあわせて 188,625 回

の起動があったのに対し，2021年度は EdgeとChrome
をあわせて 67,946 回であり，2021年度は 2019年度と
比較して 36％の利用であった．相模原キャンパスでは，

2019 年度では 178,983 回の起動があったのに対し，

2021年度では 42,213 回であり，2021年度は 2019年度
と比較して 23%の利用であった． 

CALL 教室にはヘッドセットがある．これは，オン

ライン授業の受講に適しており，Webexなどのビデオ

会議システムをブラウザから利用するにあたり，利用

機会が増加すると予想していたが，増加はしなかった．

要因としては，3.2.1と同じく，オンライン授業との併

用により，対面授業が減少してキャンパスへ通う機会

が減少し，CALL教室の利用機会が減少していること，

学生のパソコン保有率があがり，自分のパソコンで授

業をうけていることなどが考えられる． 

3.2.3  公開 PC室など 

公開 PC 室など，授業時間外でも開室しており，オ

ープンな利用ができる場所に設置されている自学自習

用 PC のアプリケーション起動回数を表 3-3 に示す．

これには，学生に授業時間以外での利用として，図書

館と進路就職センターを含む．起動回数は，Edge ブラ
ウザの利用が最も多く，続いて Excel と Word の利用
が多い傾向であり，起動回数の順位は，2019年度と比

較して大きくは変動していない．情報スキル I 修得の

ための自習利用が多く，利用のされ方に大きな変化は

ないといえる． 
各アプリケーションの起動の回数を，対面授業を実

施していた 2019年度以前と比較すると，前述同じく，

概ね半減している．Excelの利用については，青山キャ

ンパスの 2019年度では 59,731 回の起動があったのに

対し，2021年度では 20,882 回であり，2021年度は 2019

表 3-3：公開 PC室などのアプリケーション起動回数 

 

 

表 3-4：学生用貸出ノート PC 

 

 
表 3-5：講師控室（デスクトップ/貸出ノート PC） 
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年度と比較して 35％であった．相模原キャンパスでは，

2019 年度では 124,118 回の起動があったのに対し，

2021年度では 56,666 回であり，2021年度は 2019年度
と比較して 45%であった．スキルチェックシステムの

利用については，青山キャンパスの 2019 年度では
14,930回の起動があったのに対し，2021年度では7,444
回であり，2021年度は 2019年度と比較して 50％の利
用であった．相模原キャンパスでは，2019 年度では
38,656 回の起動があったのに対し，2021 年度では
19,991回であり，2021年度は2019年度と比較して52%
の利用であった．上記以外のソフトウェアの起動回数

の順位は，PC教室で利用されるソフトウェアと大きく

は異ならず，授業の課題や予習復習に利用されている

と考える．公開 PC室での利用率は 2019年と比較して

半減しているといえるが，隣席を空けて座ることを原

則としているため，50%の利用率で，実質は 100%稼働

しているといえる．また，本年度からスキルチェック

システムの自学自習については，遠隔アクセスができ

るようになったため，密を避けるため，公開 PC 室で
はなく，3.2.1に述べた PC教室の空き時間を利用して

いる学生が増加している可能性がある．  

3.2.4  学生用貸出ノート PC 

 学生用貸出ノート PC については，教研システム更
改 2021 で貸出ロッカーを両キャンパスに導入した．

サポートラウンジやラーニングコモンズの対応時間外

の貸出や返却を可能とする仕組みとして導入し，サポ

ートラウンジ前の廊下に設置している．学生用貸出ノ

ート PC のアプリケーションの起動回数を表 3-4 に示

す．Edge と Chrome ブラウザの起動が多く，次いで

Microsoft365 製品と PDF 閲覧ソフトの利用が多い傾向

である．青山キャンパスでは，VLC Media playerによ
る動画閲覧がよく利用され，相模原キャンパスでは

Python，SPSS，Texがよく利用されている． 

3.2.5  講師控室 

講師控室には，講師用のデスクトップ PC と貸出ノ
ート PC がある．講師控室に設置されたパソコンのア

プリケーションの起動回数を表 3-4 に示す．Edge と
Chrome ブラウザの起動が多く，次いでMicrosoft365 製

品と PDF 閲覧ソフトの利用が多い傾向は他と大きく

は変わらないが，青山キャンパスでは VLC Media 
Playerと Windows Media Playerの動画閲覧ソフトがよ

く利用され，相模原キャンパスでは Texがよく利用さ
れている． 

 
図 3-1 : 青山キャンパス PC教室の PC利用時間 

 

 

図 3-2 : 青山キャンパスCALL教室の PC利用時間 
 

 
図 3-3 : 青山キャンパス公開 PC室などの 

PC利用時間 
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 PC利用時間 
教研 PCの利用時間について，3.2と同様に，PC教
室，CALL教室，公開 PC室に分類し，各キャンパスへ

設置された教研 PC の利用時間分布を集計し，利用時

間の違いについて考察する． 
なお，教室別の利用状況を分析するにあたっては，

簡単のため，4月から 12月の合計利用回数が 10 回以

下の教室は除外する．また，システム運用者のアカウ

ントによるログインは除外する．さらに，macOS 端末

については管理ソフトの違いから同等の利用状況の把

握は難しいため，macOS 端末の利用状況も除外する．

さらに，1 分未満の利用については，ログインはした

が何らかの理由で使わずに離席したと考えられるため，

600 分以上の利用についてはメンテナンス等の特殊な

用途と考えられるため，集計から除外する． 

3.3.1  青山キャンパス 

青山キャンパスのPC教室のPC利用時間を図3-1に
示す．各利用時間は，1コマの授業時間と同じ 90 分間

に集中している．とくに， 217教室と 218教室では長
時間の利用がみられるが，利用時間にばらつきがあり，

様々な用途に利用されていることがうかがえる．この

2 教室は，学生用プロジェクタが設置されたアクティ
ブラーニング教室である．次に，CALL 教室の PC 利
用時間を図 3-2に示す．各利用時間は，授業時間と同

じ 90 分間に集中している．同時通訳室を併設する

15507 教室はでは長時間の利用がみられる．さらに，

学生が授業にかかわらず自由に利用できる場所に設置

された公開 PC室などの PC利用時間を図 3-3に示す．

公開 PC 室の 222 教室と，ラーニングコモンズの 224
教室が長時間の利用が増加しており比較的長く利用さ

れている．一方，50 分未満の利用が半数を占めており，

通常授業での利用や 1 コマ分の授業時間である 90 分

を通した利用はごく少数であり，授業の合間の自習，

配布された電子資料の確認やレポート作成，オンディ

マンド型授業の視聴に利用されていたことがうかがえ

る． 

3.3.2  相模原キャンパス 

相模原キャンパスの PC教室の PC利用時間を図 3-4
に示す．各利用時間は，1コマの授業時間と同じ 90 分

に集中しているが，N棟では 1コマを超える長時間の

利用が多い．とくにN602aは 2コマにわたる授業があ
り，N203は夏季集中講義において終日利用されていた

 

図 3-4 : 相模原キャンパス PC教室の PC利用時間 

 

 
図 3-5 : 相模原キャンパス CALL教室の PC利用時間 

 

 

図 3-6 : 相模原キャンパス公開 PC室などの 
PC利用時間 
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ため，とくに長時間の利用となっている．次に，相模

原キャンパスの CALL教室の PC利用時間を図 3-5に
示す．中央値が約 90 分となっていることに加えて，

110 分未満が 75%を超えており，1 コマ単位の利用が

大多数であったことがわかる．さらに，公開 PC 室や
図書館など，学生のオープン利用が可能な場所に設置

された PCの利用時間を図 3-6に示す．B421は公開 PC
室と IT講習会の自学自習室を兼ねているため，利用時

間が長くなっている．また，ラーニングコモンズの利

用時間が従来よりもやや長くなっており，IT講習会の

自学自習室に近い利用の傾向を示している． 

 プリントシステム利用状況 

教研システム更改 2021 において，大学の廊下およ

び教室のオンデマンドプリントシステムの入れ替えを

行った．プリントシステムについては，複合機の設置

場所の変更は無いが，2019年の利用実績に基づき，複
数台の複合機が設置された場所のうち利用数が少ない

場所の台数を削減した．他方で，従来 1台のみ設置さ

れた場所のうち利用が多い場所については複数台の複

合機を設置した．さらに，複合機とプリンタを組み合

わせて導入した．これらにより，利用効率の向上とコ

スト削減を目指した． 
機能については，引き続きWebプリントを導入し，

ブラウザからのオンラインでの印刷出力を可能にして

いる．これにより，教室のパソコンを使用しなくとも，

自分の保持するパソコンでの出力が可能である．また，

手書き添削・フィードバック支援システムを，特定の

複合機に依存しない仕組みへ変更した．カード認証に

ついては，TN2と Felicaの両方の学生証に対応してい

るが，追加でユーザー自身の Felica 方式の IC カード

（Suicaなど）での印刷も可能とした．さらに，ポイン

トチャージ機でお釣りを出せるようになった． 
本章ではオンデマンドプリントシステムの利用状況

について述べる．印刷の方法（教研 PC・Web プリン
ト・USBメモリ・Zドライブの内訳）は割愛する．同

じ理由から，スキャンデータの保存先や利用形態の集

計も割愛する． 

 プリント機能の利用状況 
2021年 4月から 2022年 1月までの，各キャンパス

のプリント機能の月別の印刷ページ数をキャンパス別

に図 4-1に示す．2021年度新学期から運用を開始した

ため，4 月からのデータ取得となる．なお，本集計で

は片面印刷を 1 ページ，両面印刷を 2 ページとしてカ

ウントする． 
青山キャンパスの白黒印刷数は 186,906 ページ，カ

ラー印刷数は 3,922 ページであり，総印刷数は 190,828
ページであった．白黒印刷数に対するカラー印刷数は

2%程度である．青山キャンパスでは，例年 7月と 1月
のレポート提出前の期間では，印刷数が増加する傾向

があったが，今年度は顕著な増加は無かった．相模原

キャンパスの白黒印刷数は 74,146 ページ，カラー印刷

は 2,626 ページであり，総印刷数は 76,772 ページであ

った．白黒印刷数に対するカラー印刷数は 3.4％程度で
ある．相模原キャンパスでは，例年 4月と 10月の授業
開始の時期に，実験テキストの印刷のために利用が増

加する傾向があり，今年度もその傾向が顕れている． 

 
図 4-2：月別の平均スキャン枚数 

 
 

 

 
図 4-1：プリント機能の月別利用枚数 
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なお，2019年度との利用率の比較については，従来

は利用回数で集計していたが，今年度からはメーカー

の変更により利用枚数での集計となっているため直接

の比較は行わない． 

 スキャン機能の利用状況 
2021年 4月から 2022年 1月までの，各キャンパス

のスキャン機能の月別の利用ページ数をキャンパス別

に図 4-2に示す．青山キャンパスにおいては，スキャ

ンがよく活用されている傾向がみられる．とくに各期

終わりの 7月と 1月に，他の月よりもやや利用が増加

していることから，従来，用紙で提出していたレポー

トを電子化して提出する必要性が高まったと考えられ

る．相模原キャンパスでは前期終わりの 8月に利用が
増加する傾向が 2019 年以前からあり，これもレポー

トの電子化のための利用と考えている．なお，図書館

設置の複合機については，著作権への懸念から，スキ

ャン機能は無効にしている．  

 設置場所別の利用状況 
2021年 4月から 2022年 1月までの，プリンタの設
置場所別の利用用紙枚数を，キャンパスごとに図 4-3
と図 4-4に示す．ここでは片面印刷であっても両面印

刷であっても 1枚とし，印刷した用紙枚数でカウント

する． 
青山キャンパスで利用された用紙枚数は，合計

127,493 枚であった．図書館 1 階のプリンタが最もよ

く使われており，次いで 2号館 1階の公開 PC室の 211
教室前のプリンタ，2号館 1階サポートラウンジ前の

2 台のプリンタがよく使われている．利用された用紙
サイズについては，A4 の印刷が 91%と最も多く，B5
の印刷が 7%，B4は 1.5%，A3は 0.5%を占めている．

相模原キャンパスで利用された用紙枚数は，合計

56,507枚であった．相模原キャンパスでも，青山キャ

ンパスと同様に図書館のプリンタが最もよく使われて

おり，次いでB棟 4階サポートラウンジ前，F棟 1階
ラウンジのプリンタがよく使われている．利用された

用紙サイズについては A4の印刷が 93%と最も多く，

B5の印刷が 4.4%，B4は 1.4%，A3は 1.2%を占めてい

る．N202，N203，N604bは今年度の授業期間を通して

の合計印刷枚数がそれぞれ 100枚以下，N201は 135枚
であり，かなり少ない利用である． 

 おわりに 

本稿では，教育研究システムとして導入されている

パソコンについて，今年のアプリケーションの利用状

況，教室別の利用時間，プリントシステムの利用状況

を示した．教研システム更改 2021 により 4 月からシ
ステムを更新したため， 2021年 4月から 12月を分析

対象として，2019年と比較した．アプリケーション利

用状況から，PC教室の利用率は 40〜60％程，CALL教
室の利用率は 25〜40%程，公開 PC室などの授業時間

以外での利用については，50%程の利用率であること

 

図 4-3：2021年度青山キャンパスの 
設置場所別の印刷枚数 

 
 

 
図 4-4：2021年度相模原キャンパスの 

設置場所別の印刷枚数 
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がわかった．これらは，対面授業の実施機会や，

COVID-19 感染対策のための教室収容人数の目安とほ

ぼ合致すると考えられるため，アプリケーションの利

用のされ方が変わったというよりも，オンライン授業

の導入により，教室で実施される授業や学生のキャン

パス来訪の機会が減少していることが利用率の直接の

減少につながっていると考えている．PC利用時間につ

いては，PC教室と CALL教室については，90 分を中

央値とする利用時間に戻っており，授業目的の利用で

あることがわかる． プリントシステムの利用状況につ
いては，機種の変更に伴う集計単位の変更により正確

な比較はできないが，2019年と比較した場合，プリン

ト数では例年の 20〜30%となっているが，一方でスキ

ャン数はこれまでと同等か，それ以上になっており，

利用のされ方に変化があった． 
オンライン授業の導入により，学生・教員の個人所

有のパソコン保有率は増加している．今後，個人所有

パソコンの利用率が増え，学内に設置された教研 PC
の利用傾向に大きな変化が生じることは，十分に考え

られる． 引き続き，本学の PC教室やアプリケーショ

ンの利用状況，複合機・プリントシステムの利用動向

の変化に着目しながら，ICTの新しい動向をとりいれ，
学習環境を向上する効果的なシステムの導入に取り組

んでいく． 
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